
岡山地域勉強会 2015年度 第5回会合 （議事録） 

 

１ 概 要 

(1)開催日時：平成27年10月17 日（金）13:00～17:30 

(2)開催場所：横山製網（株）（瀬戸内市） 

 (3)今回の指導役：細坪座長 

 (4)議事録作成者：福原 

(5)参加者：（順不同、敬称略） 

細坪（危機機管理対策機構）ほかD-PACプロジェクトメンバー7名 

横山・松本（横山製網）、奥野（奥野組）、眞鍋（ﾉ-ﾃｰﾌﾟ工業）、平松（賀陽技研） 

赤堀（ユニカス工業）、福原（岡山産業振興財団） 

       裳掛コミュニティ協議会員・消防団員、瀬戸内市議会議員 

瀬戸内市危機管理課職員、横山製網従業員 計約110名 

２ 訓練内容 

(1)テーマ 

大規模災害を想定した地域企業とコミュニティが連携した自主防災組織（ＣＥＲＴ）訓練     

（ＣＥＲＴ：Community Emergency Response Teams） 

(2)目 的 

大規模災害時の人命救助は、消防・自衛隊・警察など公的機関による「公助」の緊急対応に  

は限界があり、「自分の命は自分で守る」という「自助」に加え、「自分たちの地域は自分たち 

で守る」という「共助」の精神に基づいた自主防災組織訓練を通じて、次の訓練目的の達成を 

図った。 

①地域企業とコミュニティが連携した地域防災能力の強化（災害に強いコミュニティづくり） 

②企業の防災能力の向上及び地域貢献を通じた企業価値の向上と事業継続力の強化 

(3)区 分 

区 分 訓  練  対   象 

第１部 
裳掛コミュニティ協議会員・消防団員 

及び横山製網（株）従業員代表 

第２部 岡山地域勉強会会員等 

第３部 横山製網（株）従業員 

（4）主催等 

  ・主催：横山製網（株）、裳掛コミュニティ協議会 

  ・後援：瀬戸内市 

  ・協力：特定非営利活動法人 危機管理対策機構、（公財）岡山県産業振興財団 

(5)成 果 

ア D-PACプロジェクトメンバーの全面的支援を受けて、岡山県内では初めて地域企業とコミュ

ニティが連携した自主防災組織訓練を実施したが、実施に当たっては、主催者である横山製網

（株）の横山代表取締役と裳掛コミュニティ協議会の服部会長の「地域住民の命を守る」との

強い意思の下、多数の住民が参加した訓練とするために周到な調整と準備を行って頂いた。 

 服部会長は「有意義な訓練だった。地域は高齢化が進んでおり、地場企業の組織力を借りるこ

とができれば防災力は大きく向上すると感じた。」と述べる等、所期の訓練目的を達成するこ

とができた。 



イ 大規模災害発生の際、行政は社会福祉協議会を通じて小学校、公民館等の避難場所において

避難民を受け入れて所要の支援を行うこととなるが、過疎地の地域コミュニティは老齢化して

いるため活動には限界があるため、企業と連携して災害に備え、災害直後に適切に対処するこ

とができる地域コミュニティであれば、復興も力強く進むものと考えられる。地域と共生する

企業にとって、地域の消滅は廃業を意味することであり、災害に負けない地域社会づくりへの

貢献は事業継続の観点からも不可欠であり、地域や行政を含めた自主防災組織訓練の実施は極

めて意義があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前講義】 

 

【主催者挨拶：服部会長】 

 

【訓練開始前のブリーフィング①】 

 

【訓練開始前のブリーフィング②】 

 

負傷者のトリアージ（優先順序付け） 

 

脊髄損傷の疑いのある負傷者の搬送 

 

梃子の原理を活用した負傷者の搬出 

 

訓練の裏方① 

 

訓練の裏方② 

 

訓練の裏方③ 

 

【主催挨拶：横山製網代表取締役】 

 



 

 

 

 

 


